
こまごまとまごまご
（細々とマゴマゴ）

ジャンル：パズルアクション、ショートストーリー

プレイ人数：1人、2人（協力プレイ可）

プラットフォーム：未定

推定プレイ時間：未定（ステージ制、気軽なプレイを想定）

ターゲット層：小学生以上



世界観
・普通の子ども（男の子、女の子）がゴマ粒サイズ（実際にはもう少し大きいが、大きくても1センチほど）に小さくなれることを活用して、身の回りの小さな世界を様々な仕掛けを解いて冒険、奥に
しまって取り出しにくい物を回収

・冒険するのは「キッチンの隅」「本棚の隙間」「勉強机の文房具が入った引き出しの中」など、特殊な世界ではなく日常にありふれた「こまごまとした空間」

・小さな世界には、元のサイズでは見えない仕掛けが様々あり、それがパズルとなっている

登場人物に合わせた縮尺にしてしまいました。
サイズを改めたものが次にあります。



世界観

・不思議な力を持った普通の子ども（男の子、女の子）がゴマ粒サイズ（実際には
もう少し大きいが、大きくても1センチほど）に小さくなれることを活用して、
身の回りの小さな世界を様々な仕掛けを解いて冒険、
奥にしまってある取り出しにくい物を回収（トロフィー要素）

・冒険の舞台は「キッチンの隅」「本棚の隙間」「勉強机の文房具が入った
引き出しの中」など、特殊な世界ではなく日常にありふれた
「こまごまとした空間」

・小さな世界には、元のサイズでは見えない仕掛けが様々あり、
それがパズルとなっている



ステージ案

・キッチンの隅：重なった食器を登ったり、調味料棚の中を迷路のように進む

・本棚：バランスを崩して倒れる本の上を急いで渡り、斜めになった本の坂を
上って次の足場に飛び移る。隙間に挟まったメモをヒントにして
仕掛けの謎を解く

・文房具やたからものが入った引き出し：鉛筆削りを動かして足場にしたり、
輪ゴムをひっかけて橋やロープの
代わりにして脱出

・目覚まし時計の中：故障した目覚まし時計を修復するために侵入。一定間隔で
出現する足場など、制限時間付きのギミックがメイン。短針
長針を動かすことで反応するギミック
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